
春学期 秋学期 翌年度 春学期 夏期休暇中 

派遣学生 
＜事前学習＞ 

専門科目 ＆ 現地語学習 
＜留学＞ 

専門科目 ＆ 現地語学習 
＜事後学習＞ 

専門科目 & 現地語学習 <AIMS学生会議＞ 
パートナー大学にて 

ラップアップ 受入学生 ― ＜事前学習＞ ＜留学＞ 
専門科目 ＆ 現地語学習 

＜学習分野＞社会言語学、言語政策、地政学、国際関係、歴史学、安全保障論、人類学、民俗学、カルチュラル・スタディーズ、文明論、 
      比較宗教学、都市論、環境論、国際ビジネス、経済学  
＜現地語学習＞派遣学生：マレー語 / インドネシア語 / タイ語 / フィリピノ語  
       受入学生：日本語 
＜修了証＞派遣学生：規程カリキュラム32単位修了時にAIMS修了証書授与 
     受入学生：留学終了時に参加証書授与 

大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） Ｈ28取組概要  
早稲田大学 

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム） 
 AIMS7 多言語・多文化共生プログラム 

【プログラムの目的・養成する人材像】 
   国際社会で世界益とともに地球益を追求し、異文化の架け橋、課題解決に貢献できる人材 ＝ コスモポリタン 

【構想の概要】 
早稲田大学とコア・パートナー大学6校（マラヤ大学、インドネシア大学、チュラーロンコーン大学、タマサート大学、デ・ラ・ サール大学、ブ
ルネイ・ダルサラーム大学）とアソシエート・パートナー大学2校（ビーナス大学、ウタラ・マレーシア大学）が提携してコンソーシアムを立ち
上げ、「多言語・多文化共生プログラム」を実施する。 

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29 

Ｍ Ｉ Ｔ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｐ Ｂ 

学生の派遣 0 0 0 0 0 8 3 6 3 5 4 5 10 2 4 7 7 8 2 3 5 5 8 2 5 

学生の受入    0 4 5 0 0 1 4 6 6 5 11 5 7 6 2 10 25 

■ 外国人学生の受入・日本人学生派遣のための環境整備 

■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ 

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ 

注）H28までは実績、H29は計画 

■ 交流プログラムの内容 

ボランティア 

・貧困層の人々へ食糧配布（マレーシア） 
・クリーンボランティア（インドネシア） 
・児童への学習・生活支援（タイ・フィリピン） 

・住宅建設支援（フィリピン） 
・チャリティマラソンの開催（ブルネイ） 

その他 

・複数の民族を対象にした 
 インタビュー調査実施 
・民間の国際交流サークルにてゲスト  
 スピーカーとしてマレーシア文化紹介 
・国内外国際関連イベントへの参加 
・日本人家庭でのホームステイ 

フィールドワーク 

・早稲田大学本庄高等学院の英語クラスの 
 生徒と交流学習 
・近隣農家での野菜収穫体験 
・大手金融機関・新聞社にて施設見学と 
 国際ビジネス戦略に関するレクチャー受講 

インターンシップ 

・旅行会社（マレーシア） 
・法律事務所（タイ） 
・出版社にて記事の編集（タイ） 
・人材派遣会社にて営業・記事作成（タイ） 
 

NGOでの活動 2017.1 

農家での収穫体験 2016.6 ホームステイ 2016.4 

クリーンボランティア 2016 

派遣学生 受入学生 共通 

・渡航前オリエンテーション実施 
・ASEAN滞在に関する講演会開催 
・24時間体制の海外旅行保険サポート提供 
・早稲田大学シンガポール/バンコクオフィス 
 との危機管理サポート提供 
・留学中携帯電話の契約（必須） 

・受入オリエンテーション実施 
・宗教に配慮した宿舎・学内での祈祷場所確保 
・ビザサポートと在留資格の管理、住民登録 
 サポート提供 
・ホームステイプログラムの紹介・実施 
・バディーサポートの提供 

・フィールドワーク、交流イベントの開催 
・アカデミック・メンターの配置 
・インターンシップ、ボランティア紹介 
・学部図書館AIMS書籍コーナーの設置 
・AIMS提供科目の増加（平成27年度比22科目増） 

■ 交流プログラムの質の保証 
語学能力の測定（派遣学生） 

現地語：関連4言語の現地語能力測定試験を開発 

英語：帰国後TOEFL ITP受験を義務化し、留学前後の上達度を測定 

語学能力の測定（受入学生） 

現地語（日本語）：来日後・帰国前の日本語能力測定試験を実施し上
達度を測定 

学生会議・合同教職員会議 

2016年9月、コンソーシアムの７大学 学生教職員参加（計67名）の
下、デ・ラ・サール大学にて開催 

開催テーマ：Understanding “Local” “Regional” and “Global” in 
East Asia 

 

 

ACTS (ASEAN Credit Transfer System)に準拠した単位
認定システムの採用 

 

AUN (ASEAN University Network) ASEAN+3UNet加盟 

2016年10月、ASEAN諸国30大学、中国5大学、韓国3大学が加盟する
同ネットワークに正式加盟。ASEAN+3の高等教育を牽引する協議へ
の参画を予定 

 

外部評価委員28年度事業評価 

平成27年度と同一の評価項目による学外評価委員会による事業評価を
実施 

共同ゼミ 


